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ここでは、Picasa3でのスライドショーの作り方を説明します。他のソフトでも根幹は似たような

ものなので、この手順を知っておくと、他ソフトでの作成にもいろいろ役に立つと思います。 

 

１． 写真の選択 

☆アルバムを作る場合・・・いろんなフォルダから写真をピックアップして一つのアルバムを作りた

い場合 

 （アルバムの作り方） 

   選びたい写真を「Ctrl」を押しながらクリックしていく。全部選択し終わったら、選択した画

像の上で右クリック。アルバムに追加を選ぶ。さらに新規アルバムを選んでアルバムの名前を入

力する。 

 

☆アルバムを作らない場合・・・一つのフォルダに必要な写真が全部入っている場合 

 フォルダの写真を全部使ってスライドショーを作るので、何もしなくていいです（後で写真の追加

や削除もできます）。 

 



２． ムービープレゼンテーションの作成 

 ムービーを作りたいアルバムかフォルダの上にある「ムービー作成用ボタン」を押す。 

 

３． ムービーにどんな効果を付けるかを選択する 

 

（要注意！） 

オプションで「写真を音声に合わせる」としたとき、写真の切替時間は音楽の長さによって決まり

ます。写真が 30枚、音楽が 3分だと切替時間は 6秒となります（目安は 30～40枚でスライドショ

ーを作り上げるのが良いと思います。切替時間を固定したい場合は、別のオプションを選んでくださ

い。 

音楽を選ぶ 

切替方法を選ぶ 

（例）ディゾルブ・・・消えていく感じ 

（例）パン拡大・・・微妙に画像拡大 

サイズを選ぶ 

※通常の写真の場合、縦横比が３：２に

なっているので、1600×1200 が適して

います。 



４． 「スライド」タブに切り替えて、各スライドでの表現を決める 

      

 

 

５． スライドショーの確認および修正 

再生ボタンを押して、スライドショーの具合を確認します（画面下のほう）。 

      

（修正） 

 ライブラリから「追加」（Ctrl＋クリックで新たな写真を選んでいく）をすることで、クリップタ

ブの中に写真が一時保管されます。「＋」を押すことでスライドショーの末尾に写真が入ります。 

写真の順番は、画面下の小さな写真をドラッグすることで、表示順番を変更できます。また小さな

写真を右クリックして「削除」を選べば、写真をスライドショーから省くこともできます。 

 

スライドで使用するフォントを選ぶ 

※特に触らなくても問題ありません。文

字が小さいなと感じたりしたらサイズ等

調整してください。 

各スライドで使うテンプレートを選ぶ 

※特に触らなくてもいいですが、例えば

スライドを選択し「説明・クラシック」

を選んでから下の箱に文字を入れると、 

その文字がスライドに加えられます。 

① スライドの選択 

写真のドラッグ 

② 文字の入力 

③ 「説明・クラシック」を選択 



６． スライドショーの作成 

 「ムービーを作成」ボタンを押すと、ムービーが作成されます。動画処理となるため、かなりの処

理時間がかかります。お茶を飲んで一休みしてもいいくらいです。 

 完成したムービー（スライドショー）は、大抵マイピクチャの「Picasaフォルダ→ムービーフォ

ルダ」に入っています。 

ライブラリに戻ると、ムービーフォルダがありますので、そのアイコンをクリックすると保存され

ているフォルダが開きます。 

        

 

クリック 

wmv形式のムービーができている 

Windows Media Playerで再生ができます 



７． Windows DVDメーカーの使い方 

① DVDへ書き込みたいファイルを選びます。 

 

② DVDタイトルを入力します。 

Picasa3で既にタイトルが入っている場合、消したほうが良いかもしれません。 

（二重になるため） 

③ オプションを押し、DVDの縦横比を 16：9にする。 

④ 「次へ」を押し、メニューのスタイルを選択します。 

スタイルは適宜編集することもできます。 

⑤ 「書き込み」を押します。 

新しい DVD-Rを挿入してください。 

 

以上で、DVDの完成です。 

項目の追加ボタンを押して、書き込みた

いファイルを選択 

この領域へファイルをドラッグ＆ドロッ

プしてもファイルを選択できます 



☆特別編☆ 

Windows DVD メーカーでのスライドショーの作り方 
Ver.1.0（5/19/2012） 

 Picasa3で作成したスライドショーを DVD化すると、写真の劣化が目立つ場合があ

ります（詳しく言うと、Picasa3 で一度作られた wmv形式の動画ファイルは、DVD化

する際にMPEG2形式の動画に再度変換されます。その際、映像の劣化が発生します）。 

 もし、映像の荒れが気になる場合、Windows DVDメーカーで直接スライドショーを

試してみてください。以下に作る方法を説明します。 

 なお、Picasa3 で作られたファイル（.wmvという拡張子がついたファイル）そのも

のを直接 DVD-Rにデータとして焼いたり、パソコンで見たりする分には映像の劣化は

なく問題ありません。 

 

1. Windows DVDメーカーを立ち上げ、スライドショーにする写真を選択 

 複数の写真を選ぶ場合には、「Ctrl＋クリック」で。 

 

項目の追加ボタンを押して、書き込みた

い写真を選択 



2. 写真の順番を整える 

 

3. オプションを押し、DVDの縦横比を 16：9にする。 

4. 「次へ」を押し、メニューのスタイルを選択します。 

5. 「メニューテキスト」を押し、最初の画面（メニュー画面）の表示を編集します。 

主に、タイトルの変更、メモの追加などができます。 

6. 「メニューのカスタマイズ」を押し、メニュー画面で流す音楽とシーンボタンのスタイルを選択

します（シーンとは、スライドショーの区切りのようなもので、ほんの文章でいう、第 3 章と

か第 4章とかの意味です）。 

7. 「スライドショー」を押し、音楽、画像の長さ、切り替え効果を選びます。なお、「画像のパン

とズーム効果」とは画像が徐々に大きくなっていくようなアニメーションを示します。 

 

8. 「書き込み」を押します。 

新しい DVD-Rを挿入してください。 

以上で、DVDの完成です。 

写真を選んで、矢印を押すことで順番が入れ替わる 

５～６で操作するボタン 


